
令和５年度根本正顕彰会総会（報告） 

 

総会は、令和５年５月１４日

（日）那珂市中央公民館で、遠来

の友好団体日本禁酒同盟、日本キ

リスト教婦人矯風会の代表者及

び先﨑光那珂市長、小泉周司県会

議員、大繩久雄市教育長を迎えて

盛大に開催された。 

 今年は役員改選の年ではなか

ったが、新たに高畑精一、細貝幸

雄両氏の理事就任が認められ、充

実した陣容で新年度がスタート

した。特に新規事業では、マンガ

本『根本正物語』の再版と会報７

１号から１００号までの製本が承認され、小学生はじめ多くの人々に「根本正」なる人物が理解され、共感を得て

活気ある生き方がみなぎることを期待する。 

山田正巳会長あいさつ 

長く続いたコロナ禍の閉塞感を脱して明るい展望が開けつつあるが油断はできない。

思えばわが国も、奈良東大寺の大仏建立や京都八坂神社の祇園祭などウイルス・疫病

との闘いであり、その沈静化を祈り続けてきたが、絶滅は困難、共存の覚悟を持つべ

きである。顕彰会も地道な活動を展開しながら、根本正先生のＤＮＡの種をまき、そ

の拡充に努めてまいりたいと覚悟を新たにしている。 

 

 

 

先﨑市長あいさつ 

 根本正の心をどうつないでいくか、子どもたちや青年層にも

波紋を広げて来たい。那珂市には根本正、宮本逸三、中井川浩、

岩上二郎の４人を名誉市民として尊敬している。それらの方々

の心とどのように触れあっていくかが大切である。現在の若者

はじめ大人もスマホやネットの罠に陥りかけている。よく利用

し、良い心が広がっていくことに期待したい。 

小泉県議あいさつ 

本日の総会のように、対面で開催できることに意義がある。根本正先生の未成年禁酒・禁煙法制定のように、政

治家は未来をどう作っていくかが重大な使命、そのために自分も努力していきたい。来年は水郡線敷設９０年を迎

える。先人から、また歴史から学ぶことで故郷への愛着が湧いてくる。会の益々の発展に期待したい。 

 

大繩教育長あいさつ 

那珂市の教育の根幹に「根本正の生き方」を据えている。小・中一貫教育の中で、総合的学習分野を活用しなが

ら、各学校、特にバラ野学園を先駆として展開されている。特に本年は、教育委員会の「ふるさと教室」の中で、



水郡線を利用して根本正を学習する計画を立てた。那珂市としても根本正先生の存在は大きく、学びの対象として

位置付けてまいりたい。 

 

総会次第 

 開会   会長あいさつ  来賓あいさつ（御３方） 

 議案審議（議長根本正治副会長） 令和４年度事業報告 令和４年度決算報告 会計監査報告（海野宏幸監事） 

令和５年度事業計画(案） 令和５年度予算(案） 理事選任（２名） 閉会 

※ 議案はすべて承認された 

 

公開講演会  

講 師 

 根本薬局グループ 代表  根本ひろ美氏 

演 題  

 「根本正と薬物問題」 

要 旨 

 講師は、薬剤師として健康推進のために市内外におい

て広く活躍されている。根本正の生家がある那珂市東木

倉の隣の西木倉に薬局を経営されていて、同姓の縁を感

ずるが直接の関係はないと笑顔でご自身を紹介された。 

よく整理されたパワーポイントを活用されて、わかり

やすく、根本正の生き方に触れながら明快に話を進められた。以下はその要旨である。 

ノンアルコールは未成年者も飲んでよいか 

タバコの中には毒物が入っている。 タバコは病院で治療を受けなければやめられない。 

那珂台地はたばこの産地、このような土地で禁煙を説いたことは偉大である。 

小学生時代など早めに危険であることを知らせる必要がある。 

大麻を甘く見てはいけない。興奮・抑制・幻覚の中間性の中に在って再発（フラッシュバック）しやすい。 

 幻覚 ― 妄想・幻覚 ― 依存 ― 中止 ― 回復？ ― 再発 （金銭が絡んでくる） 

ストレス解消は一時的なもので、解決にはならない。「絶対にダメ！！」を強く叫び、手を出させないこと。 

外国は、大麻など薬物違反者は厳罰にしている。中国や韓国・マレーシア、シンガポールなどは死刑に処する。

日本はバツが甘すぎる。 「ちょっとした好奇心が命取りになる！」 

※ 根本正先生が青少年の将来に気配りしたように、子どもたちへの深い愛情と理解とともに、誘惑を断ち切

る勇気を育てていかなければならない。常に相談できる環境を醸成すること。 


























